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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

好酸球カチオンタンパク(ECP)は、白血球の１つである好酸球に含まれるカチオン性のタ

ンパク質である。本研究では、ラット心筋芽細胞において、ECP がどのような影響を与えて

いるかを検討し、さらに活性酸素種（ROS）在下における ECP の作用と、そのメカニズムに

ついて検討を行った。まず、ECP 添加によって H9c2 細胞生存率の増殖が見られ、ECP は、

ERK、Akt、および GSK-3βのリン酸化濃度依存的に増加させた。さらに、酸化ストレス下で

の H9c2 細胞において、ECP がどのような影響を及ぼすかについて私たちは検討した。ECP 添

加により、生存率は増加し、有意に ROS 産生が抑制された。また、ECP 添加により、過酸化

水素水で刺激した H9c2 細胞のアポトーシスが有意に抑制されることが示された。ECP は H2

O2存在下においても ERK、Akt、および GSK-3βのリン酸化を増加させた。 

以上から、ECP は、酸化ストレス下での H9c2 細胞において、リン酸化 ERK やリン酸化 Akt-

GSK-3βを増加させることで細胞生存を増加し、ROS によって引き起こされたアポトーシス

を抑制することが示された。 
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